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　ご来訪者紹介

　　　パストガバナー　　　　　　平山金吾様

　　　米山奨学生　　ファム・カオ・フォン様

　感謝状授与（米山記念奨学会）

　各委員会報告

　卓話（米山月間　米山奨学生の卓話）

ロータリー米山記念奨学会特別寄付

　小林　定雄　会員　（米山功労者　2回目）

　高田　一行　会員　（　　〃　　　1回目）

会長挨拶

こんにちは。

久しぶりの例会場での例会になります。皆さんお元

気でしたでしょうか。又、先週は６分区のロータ

リー情報研究会にお忙しいところをご出席いただき

まして誠にありがとうございました。

始めに本日のお客様でありますパストガバナー平山

金吾様には、米山記念奨学会の副理事長に就任され

ましたことを心よりお祝い申し上げますと共に、今

後のご活躍をご記念申し上げます。後ほどご挨拶を

頂戴したいと思います。

又、米山奨学生ファム・カオ・フォン様はベトナム

から千葉大学に在学しているそうです。勉学に励ん

でいただき将来社会に貢献して頂けたらと思いま

す。後ほど卓話をよろしくお願い致します。

今月は米山月間です。米山奨学会は東京ロータリー

クラブが日本のロータリーの創始者であります故米

山梅吉翁の偉業を記念して米山基金として発足した

そうです。当クラブでは、昨年２月鈴木恭一年度の

時に家族親睦旅行の中で、静岡県長泉町にあります

米山梅吉記念館を見学し、米山梅吉翁の功績に感銘

したことを思い出されます。

米山奨学金のお願いは、年間を通して行っておりま

すのでご理解とご協力をよろしくお願い致します。

授与式

左から
小林定雄会長 / 平山金吾米山奨学会副理事長 / 高田一行会員



会務報告

　　　　　　　        米山奨学生

　　　　　　　　　　　ファム・カオ・フォン様

はじめまして、ベトナムからやってきました。

現在、千葉大学在学中の留学生ファム・カオ・フォ

ンです。母国での最初の日本に対する印象は、桜と

サムライの国でした。

ところが、壊れにくい日本の電化製品を知り大きく

変わったのです。ベトナムと同じように戦争のあっ

た国なのに、なぜこんなに発展できたのかを勉強し

たいと思ったのです。

幸運にも朝日新聞の奨学生で来日することができま

した。それからは新聞配達をしながら勉強できるこ

とになりましたが、大変でした。

今は米山奨学生になり、学費など考えずに勉強に集

中する事ができる様になりました。本当に奨学生に

なれたことに感謝しています。

これからも一所懸命勉強したいと思っています。

ありがとうございました。

＊地区大会が11月5日（土）・6日（日）とかずさ

アカデミアホールで行われます。会員の皆様には

11月6日にご参加いただきますようよろしくお願い

致します。

＊第３回会長幹事会が10月14日（金）に「九十九

里ヴィラそとぼう」にて開催され、会長幹事で出

席しました。

＊第６分区ロータリー情報研究会が10月21日（金）

に「プラザヘイアン茂原」で開催されました。

①会報受領クラブ（回覧）

・茂原ＲＣ　・茂原東ＲＣ　・東金ＲＣ

・大網ＲＣ　・茂原中央ＲＣ　・八日市場ＲＣ

・多古ＲＣ　・成田ｺｽﾓﾎﾟﾘﾀﾝＲＣ　・流山ＲＣ

②活動計画書受領クラブ（回覧）

・旭ＲＣ

③例会のお知らせ（回覧）

　11/17（木）　夜間例会

　　　　　　　 点鐘19：00　ｴｽﾄｰﾚﾎﾃﾙ

　 　　　　卓話：山武地域振興事務所長 山口様

  11/24（木）　通常例会 　 ｴｽﾄｰﾚﾎﾃﾙ

　 　　　　卓話：杉山俊明様(銚子ＲＣ)

・茂原中央ＲＣ

　11/29（火）　休会（定款第６条）

・大網ＲＣ

　11/16（水）　通常例会

　　　　　 卓話：大網東小学校長　竹内光子様

　　　　　　　　「被災地を訪ねて」

　11/23（水）　休会

　11/30（水）　夜間移動例会

　　　　　　　 点鐘18：30　海の家 密漁船

・茂原東ＲＣ・小見川ＲＣ

　11/23（水）　休会（定款第６条）

・多古ＲＣ

　11/15（火）　移動例会（職場訪問）

　　　　　　　 『鎌形建設』朝礼見学

　11/22（火）　移動例会（ﾌﾟﾗｻﾞ休館の為）

　　　　　　　 点鐘12：30　萬勢庵

　11/29（火）→　12/03（土）

                 近隣小学校駅伝大会に振替

④ハイライトよねやま139号(2011年10月13日発行)

が届いております。

⑤会報のお礼状が届いております

　PG 織田吉郎様（銚子ＲＣ）

　PDG白鳥政孝様（市原ＲＣ）

⑥11月のロータリート 1ドル＝78円

幹事報告

卓話　「10月米山月間」

　　　　  パストガバナー

　　　　  米山奨学会副理事長　　平山　金吾　様

ご紹介いただきました、米山奨学会の平山でござい

ます。皆様のご協力に感謝いたしております。

ご存知の通り、米山奨学会は皆様のご寄付で運営し

ております。その額は日本のロータリアンの平均で

15,000円です。総額は、1996年がピークで15億円で



本日計 　 19,000円

累　計   304,000円

例会日 会員数 出席

10月27日 41 30

MU ％

3 80.49

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

青柳誠君・菅井直秀君・土屋俊夫君・内田裕雄君

小林定雄君・石田喜一君・行木英夫君・伊藤元雄君

冨一美君・高田一行君・倉石昌治君・小野田行伸君

　　…米山奨学会副理事長平山様、ﾌｧﾑ･ｶｵ･ﾌｫﾝ様

　　　ご来訪ありがとうございました

川島宭君

　　…二矩子夫人が第63回県展書道の「かなの部

　　　門」で入選しました

齋藤逸朗君

　　…北村弁護士義援コンペで優勝しました

米山奨学会副理事長 平山金吾様より

ニコニコボックス

した。年々減額し、現在は約８万人の会員で12～13

億円となっております。1966年当時は1,100名の奨

学生でしたが、現在は800名となっております。来

年もなんとか800名は維持したいと思っておりま

す。民間の奨学団体としては最大規模を維持してい

るわけですが、再来年以降もこれを維持できるか甚

だ不安です。

お配りしました豆辞典をよく読んでいただき、ロー

タリー米山の事業と使命を再認識していただければ

幸いです。

米山とロータリーの目指すところは同じですので、

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

ロータリー米山奨学生事業とは

ロータリー米山記念奨学事業とは、全国のロータリ

アンからの寄付金を財源として、日本で学ぶ外国人

留学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事業で

す。

事業の使命

将来、日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際

社会で活躍し、ロータリー運動の良き理解者となる

人材を育成することです。これは、ロータリーの目

指す“平和と国際理解の推進”そのものです。

半世紀にわたって受け継がれている事業

　日本のロータリーの創始者、故・米山梅吉翁の偉

業を記念し、後世に残るような有益な事業を立ち上

げたい……。1952年、東京ロータリークラブが発表

したのは、海外から優秀な学生を日本に招き、勉学

を支援する奨学事業、「米山基金」の構想でした。

そこには、二度と戦争の悲劇を繰り返さないため

に、国際親善と世界平和に寄与したい…という、当

時のロータリアンたちの強い願いがあったのです。

「将来の日本の生きる道は平和しかない。そ
の平和日本を世界に理解させるためには、ア
ジアの国々から一人でも多くの留学生を日本
に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもらう
しかない。それこそ、日本のロータリーに最
もふさわしい国際奉仕事業ではないだろう
か」
　　(『ロータリー米山記念奨学会史』より)

日本のロータリーによる多地区合同奉仕活動

クラブ単独事業として始まったこの事業は、わずか

5年で日本全国の共同事業へと発展。1967年には文

部省（当時）を主務官庁とする(財)ロータリー米山

記念奨学会が設立されました。50年以上の歴史を持

ち、世界に類を見ない日本のロータリー独自の多地

区合同奉仕活動となっています。



基調講演　演題「日本のこれから」
　　　　　講師 お茶の水女子大学名誉教授
　　　　　　　　　　　　　　 藤原正彦様

2011-12年度 国際ロータリー第2790地区

地 区 大 会

2011年11月6日（日）

 （かずさアカデミアホール）

アトラクション  /  たぬきばやし（木更津第一小学校）

メインホール 202会議室


